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図
勇
退
区
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

回
大
井
続
馬
振
興
で
合
同
P
T

図
都
小
委
「
靭
型
勤
務
」
を
提
案

図
人
権
を
マ
ン
ガ
で
伝
え
る

宣E う \72 っき〉もうてのつ一旬~寧題 22 る繋し
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基安ス 句は舛

露毒Z義援房窓
題 はイ率つ専事
でもががて 管 は

主主号事支芸品
るりてと節」

出
来
な
い
と
い
う
。
今

た
主
婦
は
「
市
に
は

回
っ
て
意
見
を
聞
い

住
民
の
思
い
を
国

の
は
地
元
自
治
俸
の

だ
。
日
年7
月
に
周

は
c
v
nの
配
備
検

強
く
求
め
た
。
配
備

オ
ス
プ
レ
イ

会
派
が
浮
上
し
た
が
、
当
時

の
執
行
部
は
即
座
に
否
定
。

結
局
、
詳
細
は
明
か
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
今
日
に
至
る

が
、
「5
0
C

億
巴
と
い

う
饗
ず
は
独O歩
き
を
始
め

る
。舛

源
知
事
は
就
任
直
後
の

は
年2
月
M
自
の
定
例
会
見

で
、
「
巷
間
言
わ
れ
て
い
る

一ツ
振
興セ
ン
タ
ー
）
の
甘
い一い
」
な
ど
の
舛
添
知
事
の
一
冨

こ
と
が
正
し
い
の
か
、

5
0

一見
通
し
ゃ
密
室
体
質
を
明
ら

一動
の
裏
に
は
、
国
を
含
め
た

0

億
の
問題
が
ど
う
い
う
経一か
に
し
た
上
で
、
自
身
の
透

一幅
広
い
利
害
関
係
者
へ
の
牽

緯
で
そ
う
な
っ
た
の
か
、
関

一明
性
や
決
断
力
を
ア
ピ
ー
ル

一制
の
意
図
も
あ
り
そ
う
だ
。

係
者
の
話
を
聞
い
た
上
で
判

一ず
る
｜
｜
。
会
談
以
降
の
報

一
何
よ
り
も
一
番
の
課題

v
m

断
し
た
い
」
と
発
言
。
そ
れ

一事
義
の
流
れ
を
見
る
と一は
、
負
担
の
可
否
を
決
定
す

舛
添
知
事
と
下
村
大
臣
の
一削
減
の
た
め
の
設
計
量
し

一た
が
、
知
事
の
厳
し
い
質
問

開
閉
部
分
の
み
五
輪
後に
設
－た
。
周
辺
の整
備
管
都
民

一の
批
判
が
出
張
、
本
人
の一出
す
と
い
う
こ
と
で
、
内一々握
も
定
例
会
見
で
「
5
0

Z舗
に
好
意
的
で
、
都
民
感

一る
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
都
雲

一会
談
が
仔
わ
れ
た
の
は
都
庁
一で
、
麗
根
は
五
輪
大
会
後
に

一に
防
戦一方
の
展
開
に
。

会
－置
す
る
」
と
慌
て
て
追
加
発
一の
便
益
と
な
る
も
の
に
つ
い
一発
言
機
会
が
な
い
ま
ま
、
知

一に
は
了
解
を
も
ら
っ
て
準
備

一0
億
円
云
々
の
話
は
全
く
聞
一情
を
味
方
に
付
け
つ
つ
あ一や
都
民
へ
の
説
明
責
任
と
台

三
第
玉
庁
舎7
階
の
中
会
議一設
置
し
、
鹿
雰一部
を
仮一談
後
、
嘉
省
が
画
定
屋
根

一表
す
る
な
ど
、
不
意
を
突
か
一て
は
都
負
担
、
と
い
う
考
え
一事
辞
任
へ
つ
な
が
っ
た
。一を
進
め
て
い
る
」
と
し
、
文

一い
て
い
な
い
」
（
H
年
2

月
一る
。

一意
形
成
が
不
可
欠
だ
と
い
う

晶
一室
。
当
初
、
報
道
陣
に
は
富

一設
化
す
る
」
な
ど
と
説
明
し一は
峻
工
時
に
出
来
て
い
る
。
一れ
た
格
好
だ
っ
た
。
一方
も
あ
る
」
と
説
明
。
負
担
一
二
つ
目
は
、
皮
肉
に
も
猪
一科
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局

一幻
自
）
、
「50
0

億
円
と
一
「
第1
ラ
ウ
ン
ド
」
は
舛一点
だ
。6
月
ま
で
に
は
明
ら

一頭
以
外
は
非
公
開
と
さ
れ
て

一
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1
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1
L
7
7
i
l

一の
可
否
や
具
体
的
な
金
額
一
は一瀬
氏
の
辞
任
当
日
の
ロ
月
弘
一の
久
保
公
人
局
長
と
秋
山
劃

一い
う
話
が
完
全
に
白
紙
と
い

一際
知
事
の
勝
ち
に
な
り
そ
う
一か
に
な
る
総
工費
だ
が
、

一

一

」
巾
場
町
時
ず

r
ε
ふ
ん
2
T

向
－B

当
も

3
1

事
〈
昆
事

一
一
一
一
一
一

一い
た
が
、
開
始
直
前
に
「
全

一

U引
T
内
喝
串
帯
主
リ
山
隊
｝U
h
臼
町
庄
E
h開
通
信
和

一述
べ
ず
、逗
設
費の
一
部
百
、
文
部
科
学
省
の
定
例
会
一知
事
が
実
務
一
回
で
「
吏
な
る

一う
こ
と
は
確
実
。
そ
の
後
、
一だ
が
、
国
やJ
S
C

の
反
発一
「2
5
0
0

億
円
は
超
え
る

一

一

A
A

芳
一
三
、
J
A

会
盛
期J
モ

4
5
品
ま
司
ヨ
ム
長

一
一
一
一
一
一

三
て
公
開
」
に
変
更
と
な
っ
た
。
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一を
負
担
す
る
受
口
、
都
は
第

一見
で
の
下
村
大
臣
の
発
言一詰
め
を
行
っ
て
い
る
最
中一全
く
ま
だ
話
が
な
い
。
言
わ

一暴
雲
れ
る
。
護

軍
と
い
う
人
も
い
る
」
（
舛
添

一
環
一
最
初
は
穏
や
か
に
談
笑
し

一
舛
添
知
事
が
強
い
不
快
感
一前
説
明
し
た
」
と
い
う
下
村
一自
に
下
村
文
和
大
臣
と
J
O

一三
者
機
関
で
精
査
す
る
」
と

一だ
。
大
臣
は
「
都
議
会
と
私
一だ
」
と
明
ら
か
に
し
た
。一れ
て
か
ら
考
え
る
と
い
う
こ
一係
者
の
一
人
は
「
実
務
者
協

一知
事
）
と
い
う
状
視
で
、
都

一
て
い
た
舛
添
知
事
だ
が
、
本

一を
示
し
た
の
は
「
5
0
0

億
一大
臣
の
小
声
の
反
論
も
切
り
一C
の
竹
田
恒
和
会
長
と
都
内

一し
、
下
村
大
臣
と
は
「
本
俸
部

一の
方
で
直接
話し
て
、
一
応
、
一
下
村
大
臣
の
言
う
「
都
議
一ど
」
（M
年
5

月
初
日
）
と一識
も
や
っ
て
き
た
の
に
、
面

一の
負
担
は
従
来
の
推
計
以
上

一一
趨に
入
る
と
総
工費や
建
設一円
」
と
さ
れ
て
き
た
都
へ
の
一捨
て
た
。

一で
会
談
し
、
本
体
工
事
賓
が
分
は
国
で
周
辺
部
分
は
都
、

一5
0
0

億
円
は
都
の
方
で
も

一会
」
に
関
し
、
ま
ず
自
民
党

ご
賞
し
て
否
定
し
て
き
た
。
一子
丸
潰れ
の
文
科
省
な
ど
が一に膨
ら
む
恐
れ
が
あ
り
、
都

一年

足
一
工
事
の
進
行
の
遅
れ
、
開
閉

一負
担
要
請
だ
。
こ
の
自
の
会
一
だ
が
、
過
去
の
経
緯
を
振

一解
体
費
を
含
め14
8
0

億
一と
交
渉
し
よ
予
と
確
認
し
た
一
一

次
に
ど
う
動
く
か
」
と
、
今
一民
感
情が
ど
う
変
化
す
る
か
一巳

劫
一
式
の
震
の
案
、
都
が

費

一談で
「
五
百
数
十
億
円
」
に

一り返
る
と
、
「

5
0
0億
円
」一円、
塁
備
費
3
7
2億

一つも
り
だ
」
と
強
調し
た
。一
第
1

ラ
ウ
ン
ド
に
勝
利
も

一後の
蓄
へ
の
影響を指
摘

一気に
な
る
。

一局

一用
を
負
担
子
る
場
合
の
法
的

一引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
舛
添
一の
負
担
語
は
都
政
に
急
に
降

一円
と
の
内
訳
を
示
さ
れ
た
上

一
都
議
会
は
第4
固
定
例
会一
一

ず
る
。

一
撃
つ
相
手
は
さ
て
お
き
、
一改
一

一
根
拠
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
質

一知
事
は
「
就
任
後
初
め
て
要

一っ
て萌
い
た
の
で
な
く
、
ニ一で
「
都
に
一
部
負
担
し
て
も

一の
開
会
前
で議
論
が
深
ま
る一
改
め
て
回
目
の
会
談
を
見
一と
い
う
舛
添
知
事
の
発

一
一も

一と
の
交
渉
を
優
位
に
進
め
た

一
「
本
当
に
そ
の
よ
う
な
密

一次
も
強
気
に
「
勝
ち
」
に
い

一宣
一

宮
一
間
を
繰
り
出
し
た
。一請を
受
け
た
。
固
と
都
が
正

一つ
の
伏
離が
あ
る
。

一ら
い
た
い
と
の
話
が
あ
っ一と
思
わ
れ
た
矢
先
の
日
月
辺

一る
と
、
「
周
辺
部整備
」
一事
実
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
こと

一い
と
いう
知事
の
し
た
た
か一約
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

一く
か
、
あ
る
い
は
い
つ
も
の一一

連
一
下
村
査
は
「
ラ
グ
ビ
ー

一式
に
約
束
し
た
の
な
ら
公
文

一
一
つ
は
、
同
年
日
月
8
日

一た
」
と
明
ら
か
に
し
た
。
百
、
猪

瀬
氏
の
政
治
資
金
問一「5
0
0

億
巴
と
い
う
大

一さ
ら
大
き
く
し
た
背
最
に

一な
器
が
見
え
隠
れ
する
。
五
選
ん
だ
者
は
猛
省
す
べ

一「
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
」
の
姿
努
一路

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
間
に
合

一書
で
協
定
蓄
を
交
わ
す
べ
き

一に
行
わ
れ
た
猪
瀬
前
知
事
の

一
猪
瀬
氏は
「
国
立
の
競
技一閣
が
発
覚
。
第4固
定
例
会一枠
は
間
違
い
で
な
か
っ
た
こ

一は
、

責
任
者
不
在
で
あ
い
ま

一
報
道
陣
に
公
開
で
会
談

を
一き
で
、
今
の
知
事
で
あ
る
私

一に
転
じ
る
の
か
。
一
筋
縄
で

一フ

わ
せ
る
た
め
、
凶
年
春
に
必

一で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
文

一定
例
会
見
に
さ
か
の
ぼ
る
。

一場
で
あ
り
、
本
俸
の
建
設
費一で
は
「
猪瀬
民か
独
断
で
周一と
が
分
か
る
。
一
方
で
「
初
一い
に
進
む
現状をリ
セ
ッ
ト

一行
い
、
盤
鋼
計
画
に
関
す
る

十が
そ
の
よ
う
な
口
約
束
に
拘

一は
い
か
な
い
駆
り
引
き
が

竺
活

ず
完
成
さ
せ
る
こ
コ
ス
ト一書
も
な
い
」
と
述
べ
、
「
以

一会
見
で
猪
瀬
氏
は
、
日
月

6

一は
負
担
で
き
な
い
と
伝
え一辺
部
の
負
担
を
決
め
た
」
と

一め
て
正
式
要
請
を
受
け
た
こ
す
る
と
同
時
に
、
今
後
の
国
一
国
や

J
S
C

（
日
本
ス
ポ
I

一束
さ
れ
る
理
由
は
断
じ
て
な

一格
的
に
幕
を
聞
け
た
。一確
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根
拠
乏
し
く
知
事
「
約
束
な
い
」

「
協
力
は
惜
し
ま
な
い
が
、
税
金
を
払
う
の
は
都
民
で
あ
り
、
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
総
工費や
工
期
の
説
明
を
受
け
て
検
討
に
入
り
た
い
」
。
時
日
に
都
庁
で
文
部
科
学
省
の
下
村
博
文
大

臣
か
ら
新
国
立
競
技
場
の
整
備
費
の
一
部
負
担
の要
請を
受
げ
た
舛
添
知
事
は
厳し
い
表
情
を
見
せ
た
。

負
担
額
に
つ
い
て
、
下
村
大
臣
は
「
周
辺
部
な
ど
五
百
数
十
億
巴
と
述
べ
た
が
、
具
体
的
な
根
拠
は
示

さ
ず
今
月
末
に
総
工
費
の
見
積
も
り
が
出
た
時
点
で
改
め
て
説
明
す
る
方
針
を
示
し
た
。
「
私
が
聞
く
の

は
今
日
が
初
め
て
」
。
舛
掠
知
事
は
不
快
感
を
示
し
、
旧
日
本
陸
軍
を
引
き
合
い
に
「
誰
も
責
任
を
取
ら

な
い
」
と
語
気
を
荒
ら
げ
る
場
面
が
あ
っ
た
が
、
過
去
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
都
と
園
、
そ
し
て
都
議

会
を
巡
る
微
妙
な
力
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。

c 

「
拠
出
と
言
っ
て
も
都
民
の

税
金
。
厳
し
い
こ
と
を
申
し

上
げ
た
」
と
い
う
舛
添
知
事

（
右
）
と
下
村
文
棋
大
臣


